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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
秘
書
広
報
課
へ
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航空機の騒音測定結果（１月分） （Lden）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。
世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
―
三
原
市
の
誇
れ
る
と
こ
ろ
や
三

原
市
で
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
山
と
海
が
非
常
に
近
く
に
あ
り
、

景
色
も
大
変
美
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
毎
日
、
山
や
海
な
ど

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
山
の
幸
、
海
の
幸
が
豊
富
で
、
毎

日
の
食
事
に
は
瀬
戸
内
の
小
魚
や
地

元
の
野
菜
が
出
た
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
か
、
80
歳
を
過
ぎ
た
今
で
も
歯

は
ほ
と
ん
ど
自
分
の
も
の
で
す
」

　
―「
故
郷
」を
離
れ
て
み
て
感
じ
た

こ
と
は
。

　
「
も
う
三
原
を
出
て
60
年
余
り
に

な
り
ま
す
。
三
原
の
人
は
非
常
に
素

直
で
謙
虚
で
親
切
で
す
。
三
原
の
人

は
も
ち
ろ
ん
、
広
島
の
人
は
も
う
少

し
野
望
を
持
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま

す
」

　
―
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な
環
境
に
恵
ま
れ
た

場
所
は
、
全
国
的
に
見
て
も
少
な
い

で
す
。
も
っ
と
全
国
の
皆
さ
ん
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
も
微
力
な
が
ら
、
関
西
で
多
く

の
人
に
三
原
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

問観光課　☎0848・67・6015
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あ・と・が・き

三原市の人口（１月31日現在） 3
月
は
獅
子
の
ご
と
く
来
り
て
、

子
羊
の
ご
と
く
去
る
。
イ
ギ

リ
ス
に
は
春
の
到
来
を
表
す
こ
ん
な

こ
と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
で
す
。
３
月

は
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
荒
々
し
い
天

候
で
始
ま
り
、
子
羊
の
よ
う
に
穏
や

か
に
春
を
迎
え
て
終
わ
る
▼
日
本
で

は
三
寒
四
温
で
し
ょ
う
か
。
寒
い
日

と
暖
か
い
日
が
交
互
に
や
っ
て
来
て
、

次
第
に
春
に
近
づ
い
て
い
く
。
春
一

番
、
寒
の
戻
り
、
名
残
雪
も
。
し
ば

ら
く
は
不
安
定
な
天
候
が
続
き
そ
う

で
す
▼
と
は
い
え
、
暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ま
で
。
春
の
足
音
が
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
、
私
の
鼻
も
ム
ズ
ム
ズ
し

て
き
ま
し
た（
Ｓ
）

問問い合わせ先

▼ 桜
山
の
中
腹
か
ら
見
た
景
色

子どもの頃、毎日のように遊んだ桜山と景
雲台を今でも思い出します。

窓口を延長しています
と 　き　祝日を除く木曜日19時まで
内 　容　住民票･戸籍･印鑑登録
証明書の発行、パスポートの交
付、市税の納付、納税相談
問 い合わせ先　市民課(☎0848・
　67・6047)、税制収納課(☎08
　48・67・6035)

43,700
94,249
45,184
49,065

（－113）
（－1,333）
（－592）
（－741）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝51.8
▶本郷局（本郷町船木川西上）＝53.2

人口移動の詳細については
  広島県  人口移動  月報　で
　　　　　　　　　　検索

わたしのまちのふるさと大使
　市の情報発信や産業・観光などの振興のため、市にゆかりのある15人と
１組に「三原市ふるさと大使」を委嘱しています。
　最終ページでは、三原市ふるさと大使の皆さんの三原の好きなところ
や思い出などを紹介します。

　三原市本町出身。現在の広島大学
附属三原小･中学校を卒業し、三原
高校に進学。１年生の時に兵庫県へ
転出する。広島大学工学部を卒業
後、昭和33年に大日本塗料株式会
社に入社し、取締役、常務取締役、
専務取締役、代表取締役社長、相談
役を歴任。平成23年に近畿広島県
人会会長に就任し、現在は同会の名
誉会長を務める。

私の好きな風景

（
豊
松
正
文
さ
ん
の
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

近畿広島県人会名誉会長

　　　　　豊
とよまつ
松正
まさふみ
文 さん


